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＜考察＞

今回長寿研究会に参加して、様々な施設と取り組み等を知るいい機会でした。

各施設の取り組みを傾聴し、ケアをあたる上での自分自身が感じている事、疑問に思っていた事などが

少し改善できるのではないかと感じました。

特にある施設の発表で、「認知症」という言葉は、私達介護職員、医療従事者等は当然分かっているとしても、違う関係のしごとをなされている方にとっては悲観的に思われていると世間の目も目の当たりにしました。その施設では、イベントを企画・運営したりと地域の方に参加してもらうようになってから、地域の方も理解していただけたそうです。地域の方との連携を再度必要な事だと改めて感じる事が出来ました。

内容については、当施設でもなされている、徹底されている。まだ実践されていないなど比較されるのが多かったように感じます。どのような改善をするべきか、どのようなケアをしていくべきかなどこれからのケアのあり方を知ることが出来たと思います。利用者様自身の事をしっかり把握し、ケアしていく事の必要性を改めて感じることが出来ました。

ここで発表を聞いた中で興味深かったものを２例あります。

○発表１

「デイサービスにおける脳活性化に向けた取り組み」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デイサービスセンターやすたか

1、 はじめに

　脳に蓄えられた知識をどのように使うかは前頭前野の働きによると言われ、脳の前頭前野を活性化する事が認知症の進行の緩和、症状の改善をもたらすことが科学的にも証明されてきている。それを活かすものとしていままででもレクリレーション(以下レク)で言葉の連想ゲームをグループで行ってきたが、個人個人で言葉を考えてもらうためにレクの前にしりとりを実施し、多くの知見を得たので報告します。

　　　　　　　　　

2、 事例の概要

目的：自分の言葉で考える

期間：2008年1月14日～現在

対象者：全利用者(1日平均25名)

3、 方法

・「しりとりゲーム」を通して一人ひとりに答えてもらい、チームでのタイムを測定。

・毎回出る言葉を除き別の言葉を考えてもらう。

4、 結果

最初はなれないため時間がかかった。徐々に魚や、花、野菜などの名前にするとスムーズに言葉が出てきた。しかし、障害の種類により理解が難しい利用者は答えられなくなるといった傾向が見られた。また中には先に言った利用者の言葉がそのまま自分の言葉になったり、聞き取り方が違ったときに頭に残った言葉を出した利用者もいた。

5、 考察

現在しりとりは定着してきている。自分の考えを言ってもらうだけではなく、変化をつけて連想したり、発展させる事でマンネリ化をせず継続できた。

その反面、緊張感や答えられないと恥ずかしいと言う思いからか、やりたくないという利用者もいた。問題点として難聴の方になかなか理解してもらえないことや、他の反応の早い利用者が先に答えを教えてもらうことなどがあげられる。また中には物足りなさを感じ、言葉のしりとりではつまらなくなり、ことわざを言いたいという利用者もいる。レベルアップし、変化をつけたしりとりを継続する必要もあると考えられる。

　今回のしりとりで蓄えられた知識や言葉を引き出す事がで出来た。

6、 おわりに

　　　今後の継続的な取り組により効果を期待し、実施していきたい。

<発表1の考察>

　しりとりを取り入れ、言葉を連想する効果だけでなく、その人と好きな食べ物、言葉などを知るいいきっかけにもなるのではと感じました。いつもと同じ内容のレクリレーションを取り入れるのではなく、

脳を使うなどのレクリレーションも取り入れて見たいと思いました。しかし、利用者様の中でこのレクリレーションはやりたくないなどあり、一人ひとりのレクリレーションの見直しも必要だと思いました。

○発表2

　「マンネリ化したレクリレーションの改善

　　　　　　　　　　　　　　　～フラダンス教室でハワイ気分～」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デイサービスセンター寿永

　　デイサービスセンター寿永は、昭和58年に特養と併設型として開設しました。1日定員は40名です。

　年数の経過と共に職員が知恵を絞って提供するレクリレーションは毎回似たようなものとなりマンネリ化し、利用者の関心や興味が薄れてきていました。

　このような現状を改善していこうとし、利用者と職員が一緒に「楽しみ」「喜び」を共有できるものとする為、デイの中に「フラダンス教室」を開講しその実施経過を報告します。

<発表2の考察>

　レクリレーションのマンネリ化は、当施設も同様にありうる事です。当施設も1日1日利用者、利用者の数は違いますが、レクリエーション内容はスカットボール、風船バレーなどがマンネリ化することが多いです。

上記の発表を聞き、利用者様に何をやりたいか決定、フラダンスの衣装作りを利用者様主体となり行っていく事で、その人らしさや心身共に健康づくりに繋がる所が強く感心しました。

　当施設でも、マンネリ化を少しで減らす為に趣味としていた事等を活かしたプログラムを作成しました。利用者様からも喜びの声も聞かれています。職員主体ではなく、利用者様主体のプログラムも考えないと思いました。

　　

















































